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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

ATP 産生に不可欠であり抗酸化物質としても重要であるが，加齢とともに細胞内濃度が減少するコエンザイム Q10

（CoQ10）が加齢・老化に伴う機能障害の鍵を握る物質の一つとして注目を集めている．脂溶性である CoQ10 の細胞内

外への輸送にはその結合蛋白質が必須であり，代表者らは世界で初めてサポシン B が CoQ10 結合蛋白質であることを

明らかにした（J. Clin. Biochem. Nutr. (2008) 42: 167-174）．遺伝子工学手法により CoQ 結合蛋白質サポシン B

をノックダウンまたは高発現させたマウスや動物細胞を用いて，サポシン B の生理的意義や加齢・老化に対する影響

を解明することが本研究の目的である． 

①プロサポシンノックアウトマウスを用いた CoQ10 結合蛋白質の生理的意義の解明 

CoQ10 結合蛋白質（サポシン B）の生理的意義を明らかにするために，サポシン Bの前駆体であるプロサポシンのノ

ックアウトマウスを解析した．そのヘテロ体の受精卵を入手し，繁殖させ，さらにヘテロ体を交配することによりホ

モ体が得られることを確認している．ワイルド体，ヘテロ体，ホモ体の各臓器中の CoQ 等の濃度を測定し，比較した．

さらには CoQ 添加食を投与し，ワイルド体，ヘテロ体，ホモ体の各臓器中の CoQ 等の濃度を測定し，比較した． 結果，

ホモ体においては，CoQ 投与食添加後の血漿中および臓器中の外因性 CoQ 量が有意に低下していることを認めた． 

② プロサポシン遺伝子改変培養細胞を用いた CoQ10 結合蛋白質の生理機能の解明 

すでに樹立したヒト肝癌由来 HepG2 のプロサポシンの高発現株やノックダウン株を用いて，細胞内 CoQ10 量を解析

した．高発現株では CoQ10 量が増加し，ノックダウン株では CoQ10 量が減少していた． 
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11.研究発表（平成２２年度の研究成果） 
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12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
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産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別
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産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別

      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


